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第 10回大阪大学専門日本語教育研究協議会 
  日 時：2017 年 2 月 21 日（火）13:00～17:00（受付 12:40～） 

場 所：大阪大学吹田キャンパス ＩＣホール 2 階 講義室 5 & 6 
主 催：大阪大学国際教育交流センター 
 
第 10回大阪大学専門日本語教育研究協議会 
̶ 内容言語統合型学習（CLIL）の実践に向けて ̶ 

 
     総合司会 国際教育交流センター  特任准教授 金 孝卿 

 
 13：00～13：10  開会の挨拶   国際教育交流センター センター長  有川 友子 
  
  13：10～14：00  講演１：CLIL（内容言語統合型学習）の理論・事例・発展 
           池田 真 
         上智大学文学部英文学科 教授 
        大学院言語科学研究科英語教授法コース兼任 
 
14：00～14：10  休  憩 
 
14：10～15：00  講演２：名古屋大学日本法教育研究センターと CLIL 
                            宮島 良子 
       名古屋大学大学院法学研究科 特任講師 
       （法政国際教育協力研究センター勤務）  
 
15：00～15：15  休  憩 
 
15：15～16：00  報 告：大阪大学における CLIL の実践に向けて 

  西口 光一 
大阪大学国際教育交流センター 教授 

 
16：00～16：10  休  憩 
 
16：10～16：55  討 論：大学での日本語教育における CLIL の可能性を考える 

司会 国際教育交流センター 准教授 西村 謙一 
 
16：55～17：00  閉会の挨拶   国際教育交流センター 副センター長 村岡 貴子 

 
 
 

 
Twitterにて情報を発信しています。 

ハッシュタグ（＃oujsp10）をつけて、ご意見・感想・質問をどんどん tweet してください！ 

Twitter から参加しよう！ 
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CLIL（内容言語統合型学習）の
理論・事例・発展

上智大学 池田真 makoto-i@sophia ac.jp

第10回大阪大学専門日本語教育研究協議会

「内容言語統合型学習 (CLIL) の実践に向けて」
2017年2月21日

講演内容

1 CLILの理論：原理と技法

2 CLILの事例：教材と授業

3 CLILの発展：汎用力育成

1 CLILの理論：原理と技法 CLILの定義

Content and Language Integrated Learning (CLIL) is 
a dual-focused educational approach in which 

additional language is used for the learning and 
teaching of both content and language. 

CLILは2焦点の教育法であり、母語以外の言語を

使って内容と言語の両方を学び教えるものである。

(Doyle, Hood & Marsh 2010: 1)

理論上の位置づけ

GTM

AL

CLT (strong)
TBLT

Submersion
‘sink or swim ’

EFL EFL/ESL ESL

CLT (weak)

PPP

CLIL

CBI

Immersion

Structure-based

instruction

Communicative

instruction

Natural

acquisition

AL = Audio-lingualism ESL = English as a second language

CBI = Content-based instruction GTM = Grammar translation method

CLT = Communicative Language Teaching PPP = Presentation-Practice-Production

EFL = English as a foreign language TBLT = Task-based Language Teaching

EMI = English medium instruction

EMI

(池田 2012) 

Language learning Content learning

ヨーロッパでの普及
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CLILの多面性

‘What is CLIL to you?’

- methodology

- facilitation of language

- approach

- fusion/synergy

- systematic learning

- mindset/attitude

- education

狭義 （語学学習）

広義 （教科学習）

CLILの「4つのC」

Content

内容

Cognition

思考

Culture 

協学

Communication

言語

CLIL

(Coyle, Hood & Marsh 2010) 

教科内容

科目横断トピック
言語知識
言語技能

低次思考力

高次思考力

共同学習
異文化意識

宣言的知識

気温上昇

海面上昇

異常気象

温室効果

オゾン層の破壊

二酸化炭素削減

森林破壊阻止

手続的知識

ゴミ総量削減

電気・ガス使用減

公共交通機関利用

Content=宣言的知識と手続的知識

(Based on Ball, Kelly & Clegg 2015) 

内容必須語彙や
表現を指導する

学術語と日常語

の両方を使う

文法形式に着目
させる

対話しながら授

業を進める

日本語を機能的
に活用する

Dialogic talk

Content-obligatory language
(Chadwick 2012)

Vertical/horizontal discourse
(Llinares et al. 2012)

Translanguaging
(Wei & Garcia 2014)

Counterbalanced approach
(Lyster 2007) 

Communication=言語意識

(池田 2016) 

Cognition=高次思考力と低次思考力

思考分類

Bloom's 
taxonomy

高次思考力=HOTS
(Higher-order thnking skills)

正解がない

創造 (creating)

新しい考え・見方・物を産み出す

評価 (evaluating)

価値判断する・批評する・論じる

分析 (analysing)

分類する・比較する・関連づける

低次思考力=LOTS
(Lower-order thinking skills)

正解がある

応用 (applying)

別の状況で使う・当てはめる

理解 (understanding)

解釈する・説明する・言い換える

暗記 (remembering)

覚える・繰り返す・列挙する

(Based on Anderson et al. 2001) 

Culture=共同学習と異文化意識

ペア・グループ

学級・学年・学校

市町村

都道府県・国

地域・世界

(池田 2012) 
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CLIL授業設計シート

Content
内容

Communication
言語

Cognition
思考

Culture
協学

Declarative knowledge
教科知識

Language knowledge
言語知識

LOTS
低次思考力

Cooperative learning
共同学習

Procedural knowledge
活用知識

Language skills
言語技能

HOTS
高次思考力

Global awareness
国際意識

(池田 2016)

CLILの指導法

1 内容学習と語学学習の比重を近づける。

2  オーセンティック素材（新聞、雑誌、ウエブサイ
トなど）の使用を奨励する。

3 文字だけでなく、音声、数字、視覚（図版や
映像）による情報を与える。

4 様々なレベルの思考力（暗記、理解、応用、
分析、評価、創造）を活用する。

5 タスク（特に生活に関連するもの）を多く与える。

6 協同学習（ペアワークやグループ活動）を重視する。

7 異文化理解や国際問題の要素を入れる。

8  内容と言語の両面での足場（学習の手助け）を用意
する。

9  4技能をバランスよく統合して使う。

10 学習スキルの指導を行う。

(池田 2012) 

非CLIL的指導 CLIL的指導

教え込み (Instruction)
独白的 (Monologic)
練習問題 (Exercise)
言語練習 (language practice)
技能分離 (Skills segregation)
人工的 (Artificial)
文脈なし (Out of context)
甘やかし (Spoon-feeding)
反復 (Repetition)
低次思考力 (Lower-Order Thinking Skills)
言語習得 (language acquisition)

やり取り (Interaction)
対話的 (Dialogic)
解決課題 (Task)
言語使用 (language use)
技能統合 (Skills Integration)
真正的 (Authentic)
文脈あり (In context)
足場組み (Scaffolding)
思考 (Cognition)
高次思考力 (Higher-Order Thinking Skills)
言語活用 (Language activation)

非CLILとCLILの指導法の違い

16

(池田 2016)

CLILの第二言語習得上の利点

1 中身のある内容により、動機づけが高まる。

2 意味のある豊かなインプットが与えられる。

3 インターラクションを行う必然性が生まれる。

4 聞く・読む・話す・書くを有機的に統合できる。

5 汎用能力として実社会での活用に転移しやすい。

第二言語習得研究による証拠

CLIL学習者が得意なのは

z 語彙 (vocabulary)

z 文法 (morphosyntax) 

z 話し言葉の流暢さ (oral fluency)

z 書き言葉の正確さ (writing accuracy)

z 意思疎通の方略 (communication strategies)

しかし、発音 (pronunciation)、日常言語（non-technical 
language) 、書き言葉の結束性・談話力 (writing 
coherence/discourse) はそうではない。

(Dalton-Puffer, C. 2015)
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2 CLILの事例：教材と授業

19

教科書か自主教材か?
Using CLIL textbooks

教科書を使う

Making own materials
自分で教材を作る

Most of the time
ほとんどそうする

23.0% 48.1%

Quite often
しばしばそうする

23.1% 42.3%

Not very often
あまりそうしない

21.2% 7.7%

Hardly ever or never
ほぼ/まったくそうしない

32.7% 1.9%

20

N=52 (Austria, Finland Spain, the Netherlands)

(Morton 2013)

CLIL教材の作成法

STEP 1 STEP 2 STEP 3

Content

内容

Communication

言語

Cognition

思考

Culture

協学

CLIL教材

21

Step 1: オーセンティック素材の収集

� Texts 書籍、新聞、雑誌、ネット、小説など

� Visuals 写真、イラスト、地図、チャートなど

� Statistics 統計データ、表、グラフなど

� Videos ネット映像、映画、テレビ番組など

� Audios 歌、講演、インタビューなど

22

Step 2: タスクの作成

Input

内容提示

Processing

内容処理

Output

内容産出

Comprehension 

Task

理解タスク

Cognitive 

Task

思考タスク

Production 

Task

産出タスク

23

思考タスクのタイプ

(Based on Willis 1996, Willis & Willis 2007)

24

1. Listing（案や事実の列挙）

brainstorming, fact-finding
2. Ordering and sorting（仕分けや順位付け）

sequencing, ranking, classifying
3. Comparing （比較や対照）

finding similarities and differences
4. Problem-solving（実生活の問題解決）

logic puzzles, real-life problems, case studies
5. Sharing personal experiences（体験や意見の共有）

anecdotes, reminiscence, opinions, reactions
6. Projects and creative tasks（プロジェクトや創造活動）

survey, research, creative writing, skits

-7-
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タスク産出表

25

LOTS 低次思考スキル HOTS 高次思考スキル

暗記 理解 応用 分析 評価 創造

個人

ペア

グループ

全体

CLIL科学授業の分析

26

Content
内容

Communication
言語

Cognition
思考

Culture
協学

Declarative knowledge
（教科知識）

熱の伝わり方

Language knowledge
（言語知識）

暖房器具名

熱伝導用語
日常語と学術語

LOTS
（低次思考力）

暗記 (Task 1)
理解 (Task 2)

Cooperative learning
（共同学習）

ペアワーク

グループワーク

Procedural knowledge
（活用知識）

暖房器具の選び方

Language skills
（言語技能）

話す (Task 1)
聞く (All tasks)
読む (Task 3)
書く (Task 4)

HOTS
（高次思考力）

分析 (Task 1)
評価 (Task 3)
創造 (Task 4)

Global awareness
（国際意識）

環境・資源意識

国 校種 英語力 科目 言語領域 指導技法

スペイン 小学校 初級 美術 話す スピーキングフレーム

イギリス 小学校 （母語） 英国史 読む・書く スキャニング・手紙書き

オランダ 中学校 中級下 地理 語彙 （電子）フラッシュカード

日本 中学校 初級 日本史 書く・文法 プロセスライティング

ドイツ 中学校 中級下 地理 書く・文法 ライティングフレーム

オランダ 高校 中級 歴史 書く ピアレビュー

ドイツ 高校 中級上 歴史 読む テクスト分析

日本 大学 中級上 英語史 発音 リピーティング

日本 大学 中級上 英語史 聞く インフォメーションギャップ

CLIL授業の技法

27

3 CLILの発展：汎用能力育成

汎用能力（コンピテンシー）とは？

29

認知的能力
① 知識活用力 教科知識を実生活や実社会で活用する力

② 批判思考力 論理的、多角的、分析的に考える力

③ 課題設定力 本質を洞察し、課題を設定する力
④ 問題解決力 最適な方法を考え、問題を解決する力

⑤ 革新創造力 斬新な物、価値、方法を産出する力
⑥ 意思行動力 適切な決断を下し、挑戦し行動する力

⑦ メタ学習力 効果的方法で自律的、省察的に学習する力

社会的能力

⑧ 意思疎通力 共通言語を用いて円滑に意思疎通する力
⑨ 協調協働力 他者と協力してチームで効率的に働く力

⑩ 地球市民力 異文化を尊重し国際意識を持ち生きる力

倫理的能力

⑪ 個人責任力 道徳観や同情心を持ち自己に責任を持つ力
⑫ 社会責任力 職業領域や地域社会に積極的に貢献する力

⑬ 国際責任力 国際社会に関わり、奉仕し寄与する力
(池田 2015)

1. 英語科の学習内容 2. 習得される能力 3. 汎用的能力

意思疎通法 (Communicative Language Teaching)

言語知識 言語技能

・文法 ・読む

・語彙 ・書く

・発音 ・聞く

・談話 ・話す

内容言語統合型学習 (Content and Language Integrated Learning)

文法訳読法 (Grammar-translation Method)

音声反復法 (Audiolingualism) 

認知的能力 社会的能力

・知識活用力 ・意思疎通力
・批判思考力 ・協調協働力

・問題解決力 ・地球市民力
・革新創造力 倫理的能力

・意思決定力 ・個人責任力
・メタ学習力 ・社会責任力

・国際責任力

英語教育法と育成される能力

(池田 2015)

指導要領内 指導要領外

・英語運用能力 ・母語運用力
・意思疎通意欲 ・論理思考力

・言語・文化意識・知識獲得力

-8-
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G.クックの「英語教育革命」

(Based on Cook 2010: 22) 

第1革命

第2革命

Communicative competence

A Third Revolution?
Global competences 第3革命 !?

文法訳読法

オーディオリンガリズム

コミュニカティブ言語教育

内容言語統合型学習

コンテンツ

（学習内容）

コンテクスト

（学習活動）

コンピテンシ―

（学習成果）

言語能力型言語教育
(CLT)

汎用能力型言語教育

(CLIL)

言語知識・言語技能 言語知識・言語技能・教科内容

言語使用場面

コミュニケーション能力

(Communicative Competence)
汎用能力

(Global Competencies)

言語・内容・思考活用場面

・言語的能力 (Linguistic Competence)
・語用的能力 (Pragmatic Competence)
・談話的能力 (Discourse Competence)
・方略的能力 (Strategic Competence)

・認知的能力（知識活用・批判思考・課題設定・
問題解決・革新創造・意思行動・メタ学習力）

・社会的能力 （意思疎通・協調協働・国際市民力）
・倫理的能力（個人・社会・国際的責任力）

「第３革命」：育成能力の違い

(池田 2017)

転移適切処理
Transfer-appropriate processing
Remembering what we learn is easier
when we are in a situation that is similar to
the one in which we learned it in the first
place or when using the kinds of cognitive
processes that we used during learning.

学んだことを再現しやすいのは、
最初に習得した時と状況が似ているか、
学習時に用いたような思考力を使う時である。

(Lightbown 2014: 57) 

内容

言語

内容

言語

伝統的英語学習者 CLIL英語学習者

伝統的学習者とCLIL学習者の相違イメージ

思考 思考

CLILの本質

CLIL グローバル
教育

国際基準教育
international

汎用能力育成
comprehensive
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